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１ 2017 年度（平成 29年度）実施概要 

・高齢者の移動手段の確保など地域課題を解決するための手法として，自動走行（自動運

転）技術が地域住民のニーズを満たせるかなどの調査・検証を行う。 

・実証実験等をきっかけに，次世代をけん引する人材の育成や将来性の高い新産業の基盤

づくりに向けた機運を醸成する。 

 

２ 実施日 

  2018 年（平成 30年）３月１日（木），２日（金）の２日間 

 (1) 公道での実証実験  ３月１日（木）～２日（金）（実験開始式は３月１日（木）） 

 (2) 自動走行についてのセミナー  ３月２日（金） 

 

３ 実証実験実施場所 

日吉台学区内 

 

４ 実施主体 

  福山市（群馬大学への委託により実施） 

 

５ 実施結果概要 

 (1) 公道での実証実験 

  ア 試乗人数  120 人程度 

  イ 意見交換会での意見 

    肯定的な意見が多かった。自動走行システムへの質問が何点かあった。 

（例）・素晴らしい経験，貴重な体験をさせてもらった。 

・十字路等の一旦停止などについて，少し課題があると感じる。 

・テストドライバーが周囲の安全を確認した後発進していたが，必要なことなの

か。 

 (2) 自動走行についてのセミナー  60 人程度聴講 

 

６ 今後の展開 

 ・今年度実施した実験の成果を踏まえ，次年度以降も引き続き，中山間地域などにおける

高齢者の移動手段の確保を始めとする地域課題解決に取り組む。 

・次世代をけん引する人材の育成や将来性の高い新産業の基盤づくりを行うことで，若年

層の人材還流と定着を目指す。 










